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爺
湖
周
辺
地
域
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

　
　
ア
ム
推
進
協
議
会
」（
伊
達
市
・

豊
浦
町
・
壮
瞥
町
・
洞
爺
湖
町
）で
は
、

日
本
初
の
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）」
へ
の
登
録
を

目
指
し
、「
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー

ク
」
と
し
て
、
申
請
に
向
け
た
活
動

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
８
月
22
日
、
中
国
・
泰

安
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
Ｇ
Ｎ
事
務
局

会
議
で
審
議
が
行
わ
れ
、
「
洞
爺
湖

有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」
が
正
式
に
Ｇ

Ｇ
Ｎ
の
一
員
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
翌
日
の
午
前
11
時
３
分
。
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
委
員
会
を
通
じ
て
関
係
者

の
も
と
に
決
定
の
知
ら
せ
が
は
い
り
、

そ
の
場
は
、
歓
喜
の
拍
手
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
来
年
４
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
ラ
ン

カ
ウ
イ
ジ
オ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る

第
４
回
ユ
ネ
ス
コ
ジ
オ
パ
ー
ク
会
議

で
認
定
証
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
洞
爺
湖
有
珠
山
地
域
は
そ
の
価
値

と
取
り
組
が
世
界
に
認
め
ら
れ
、
そ

し
て
、
新
た
な
一
歩
を
あ
ゆ
み
始
め

ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特

徴
は
10
万
年
ス
ケ
ー
ル
の
洞
爺
湖
か

ら
１
〜
２
万
年
の
有
珠
山
、
そ
し
て

１
６
６
３
年
以
降
９
回
の
火
山
活
動

の
歴
史
を
見
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

こ
と
で
あ
り
、
「
変
動
す
る
大
地
と

の
共
生
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ジ
オ
パ

ー
ク
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
幾
度
と
な

く
火
山
活
動
に
よ
り
居
住
地
や
観
光

施
設
な
ど
が
被
害
を
受
け
て
き
ま
し

た
が
、
病
院
、
学
校
な
ど
の
移
転
や

砂
防
施
設
の
整
備
を
繰
り
返
し
、

行
政
と
住
民
が
連
携
し
て
、
火
山

と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ

ほ
ど
多
く
の
人
が
住
む
地
域
が
、

活
動
の
盛
ん
な
火
山
に
近
接
し
て

い
る
場
所
は
、
世
界
で
も
例
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
地
域
に
は
地
質
遺
産

や
自
然
遺
産
の
ほ
か
に
、
日
本
有
数

の
遺
跡
群
も
数
多
く
あ
り
、
縄
文
時

代
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
こ
の
地
域

に
暮
ら
し
て
い
た
先
人
た
ち
の
様
子

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
洞
爺
湖

有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
変
動
す
る

大
地
と
そ
こ
で
の
人
々
の
生
活
を
見

て
学
び
体
験
で
き
る
ジ
オ
パ
ー
ク
な

の
で
す
。

　
こ
の
地
域
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

学
術
的
な
研
究
成
果
や
防
災
対
策
は

世
界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
、
行
政
機

関
、
住
民
、
学
識
者
が
連
携
し
て
防

災
・
減
災
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま

19
・
８
・
31
　
▼
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催（
洞

爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
）▼「
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
と
洞
爺
湖
周
辺
地
域
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

19
・
11
・
12
　
▼
洞
爺
湖
周
辺
地
域
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
協
議
会
と
し

て
Ｇ
Ｇ
Ｎ
の
認
定
に
向
け
取
り
組
む

こ
と
を
確
認

20
・
６
・
２
　
▼
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ

パ
ー
ク
科
学
検
討
委
員
会
設
置（
岡
田

弘
委
員
長
ほ
か
10
名
）▼
地
質
遺
産
、

文
化
遺
産
、自
然
遺
産
等
の
遺
産
価
値

に
つ
い
て
、専
門
家
の
観
点
か
ら
検
討

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置

20
・
６
・
７
〜
８
　
▼
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
開
催
記
念「
洞
爺
湖
周
辺
地
域
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ジ
オ
ツ
ア
ー
」実
施

20
・
６
・
22
〜
26
　
▼
第
３
回
ユ
ネ
ス

コ
ジ
オ
パ
ー
ク
会
議（
ド
イ
ツ
）　
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
い
登
録

申
請
に
向
け
た
地
域
の
ア
ピ
ー
ル

20
・
７
・
18
　
▼
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
連

絡
協
議
会
総
会
▼
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

委
員
会
に
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
申
請
書

提
出

20
・
９
・
４
　
▼
第
２
回
日
本
ジ
オ
パ

洞
爺
湖
有
珠
山

ジ
オ
パ
ー
ク

洞爺湖有珠山ジオパーク
Toya  Caldera  and  Usu  Volcano  Geo Park

洞爺湖有珠山ジオパーク
Toya  Caldera  and  Usu  Volcano  Geo Park

世界ジオパークネットワーク
加盟決定!!

世界ジオパークネットワーク
加盟決定!!

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）加
盟

決
定
ま
で
の
道
の
り

あ
ん

た
い



す
が
、
今
後
も
こ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、

豊
か
な
自
然
や
地
質
遺
産
を
活
用
し

た
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
普
及
拡

大
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　
夏
目
與
市
さ
ん
（
洞
爺
湖
有
珠
火

山
マ
イ
ス
タ
ー
）　「（
加
盟
決
定
に
よ

っ
て
）
国
内
外
か
ら
注
目
、
関
心
を

集
め
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
う

し
、
実
際
決
定
直
後
に
国
際
的
な
機

関
が
訪
れ
て
い
る
。
観
光
の
町
と
し

て
大
い
に
期
待
し
た
い
。
周
辺
整
備

な
ど
一
層
の
努
力
を
怠
る
こ
と
な
く

ま
ち
づ
く
り
を
今
後
も
す
す
め
て

欲
し
い
。
」

ー
ク
委
員
会
　
Ｇ
Ｇ
Ｎ
申
請
候
補
地

域
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
糸
魚
川
・

島
原
半
島
・
四
国〈
室
戸
地
域
〉・
山
陰

海
岸
・
洞
爺
湖
有
珠
山
）

20
・
９
・
30
〜
10
・
１
　
▼
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
委
員
に
よ
る
現
地
審
査

20
・
10
・
20
　
▼
第
３
回
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
委
員
会
開
催
　
洞
爺
湖
有
珠
山

地
域
が
日
本
か
ら
の
Ｇ
Ｇ
Ｎ
申
請
地

域
に
選
定
さ
れ
る
。

20
・
12
・
８
　
▼
第
４
回
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
委
員
会
開
催
　
国
内
初
の「
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
」が
決
定（
洞
爺
湖
有
珠

山
を
含
む
７
地
域
）

20
・
12
・
25
　
▼
Ｇ
Ｇ
Ｎ
に
申
請
書
提

出（
英
文
）

21
・
５
・
16
　
▼
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｊ
Ｇ
Ｎ
）設
立
総
会
　

会
長
　
新
潟
県
糸
魚
川
市
長
　
副
会

長
　
山
中
壮
瞥
町
長
他
２
名

21
・
７
・
17
〜
19
　
▼
Ｇ
Ｇ
Ｎ
に
よ
る

現
地
審
査
　
　

21
・
８
・
22
　
▼
中
国
に
て
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
事
務
局
会
議
が
行
わ
れ
、正
式

に
加
盟
が
決
定
さ
れ
る
。

21
・
８
・
23
　
▼
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ

パ
ー
ク
Ｇ
Ｇ
Ｎ
加
盟
決
定
の
連
絡
が

壮
瞥
町
役
場（
記
者
会
見
場
）に
は
い

る
。

　
科
学
的
に
見
て
特
別
に
重
要
で
貴

重
な
、
あ
る
い
は
美
し
い
地
質
遺
産

を
複
数
含
む
自
然
公
園
で
す
。
世
界

遺
産
と
違
い
、保
全
だ
け
で
な
く
、地

域
に
あ
る
自
然
遺
産
、例
え
ば
地
層
、

地
形
、
火
山
な
ど
こ
れ
ら
に
関
わ
る

遺
産
を
保
護
し
研
究
に
活
用
す
る
と

と
も
に
、
自
然
と
人
間
と
の
関
わ
り

を
理
解
す
る
場
所
と
し
て
整
備
し
、

科
学
教
育
や
防
災
教
育
の
場
と
し
て
、

さ
ら
に
地
質
遺
産
を
観
光
の
対
象
と

す
る「
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」を
通
じ
て
、

持
続
可
能
な
地
域
経
済
や
地
域
文
化

の
発
展
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

　
今
回
、
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー

ク
の
ほ
か
、日
本
か
ら
は「
糸
魚
川（
新

潟
県
）
」「
島
原
半
島
（
長
崎
県
）
が
認

証
さ
れ
、
現
在
、
世
界
19
カ
国
、63
カ

所
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　　　　　　　　８月22日に中国で開催された、世界ジオパークネ

　　　　　　　ットワークの会議において、「洞爺湖有珠山地域」が、

　　　　　　　わが国で初めて世界ジオパークネットワークに加

　　　　　　　盟が認められましたことは、ひとえに関係された皆

　　　　　　　様の長きにわたる熱意の賜物と心からお喜び申し

上げます。

　「洞爺湖有珠山地域」は、道内屈指の観光地として、活火山により

変動する大地と人間が共生する姿を多くの方々にご覧いただいて

おりますが、とりわけ昨年７月の「北海道洞爺湖サミット」の開催に

より、国内外からの注目度が一層高まっているところであり、今回、

糸魚川地域や島原半島地域とともに日本初の世界ジオパークとな

りましたことは、新たな観光資源として、地域の活性化にも大きく

期待するところであります。

　ジオパークの取組は、その地域固有の自然や動植物をはじめ、歴

史・文化などを国民の貴重な財産として、次の世代にしっかりと引

き継いでいく上で大変重要なものであり、「洞爺湖有珠山地域」が、

今後、世界ジオパークネットワークへの加盟を目指す、道内外の皆

さんにとって、大きな目標となりますよう、ますますのご活躍を心

からご祈念申し上げ、お祝いのメッセージといたします。

高橋はるみ北海道知事からのメッセージ紹介

ジ
オ
パ
ー
ク

と
は
？

左からＧＧＮ、洞爺湖有珠山ジオパーク、日本ジオパー
クネットワークのロゴマーク

決定報告を受け、バンザイをして喜びをあらわす首長ら決定報告を受け、バンザイをして喜びをあらわす首長ら



21年度行財政改革の体系と事務事業評価

総合計画

行政改革実施計画（集中改革プラン）
Ｈ18～Ｈ22　５ヵ年
＊Ｈ21年度：財政健全化計画と連動し、当初計画を補強・修正

基
本
構
想

基
本
計
画

二
つ
の
プ
ラ
ン
実
現

の
た
め
の

まちづくりの
プラン

総合計画実施計画

Ｈ19～Ｈ28　10ヵ年

行財政改革の
プラン

財政健全化計画

Ｈ21～Ｈ27　７ヵ年

【収支の均衡を図る改善に向けた取組（行財政改革）のイメージ図】

行政の内部経費削減・現在実施しているサービスの縮減など

将来に向けた新たな取組（地域振興策・住民の皆さんの要望）

３歩後退

（スクラップ）

将来に向けて１歩前進

（ビルド）

収支不足の解消

政策

施策

事務事業

まちづく計画の体系

《21年度の事務事業評価》
21年度の事務事業

評価対象数は約250件

施設・一般行政サービス・補助金

《仕事の改善や統合・休廃止など、今後の取組方針を明確にして、町の計

画や予算に反映させます。》

　町の仕事をいろいろな視点で点検し、最終的には、その仕事の取組方

針を明確にしていきます。例えば「現状どおり今後も実施する」、「内容の

見直しを図る」、「休廃止に向けて検討する」といった評価をおこない、こ

の評価の結果を、町の計画や予算などに反映させていきます。

行政評価を、どのように

まちづくりに反映させる

のか？



企画防災課行財政改革推進室　74-3004

　現在、町には家庭で言えば貯金にあたる基金が約18億5,100万円ありますが、そのうち歳入不足のために使う

ことができる基金は約６億3,900万円となっています。仮に、このままの状態で町の歳入不足額に充当していけ

ば数年で使い果たしてしまうことになります。基金の運用は目的にあわせて計画的に行っていかなければなりま

せん。

　このように基金を枯渇させないために考えられることは行財政改革の一層の推進です。８月号の広報紙でお知

らせのとおり、今後はさらに行財政改革を進める必要があります。

　しかし、歳出は、まちづくりの各種事業の積み上げであり、歳入にあわせて機械的に削減すれば町民生活に対

する大きな影響が予想されます。また、地方自治体の仕事は、たとえば、社会福祉法、国民年金法、農地法など、

市町村に義務付けられた法定受託事務といわれるものが数多くあり、これらは町の都合で削減することはできま

せん。一方、集会施設、各センター、体育館などの公共施設にかかる費用や、活力の源である町の様々な産業へ

の支援政策など、町の裁量による自治事務をゼロにすることも現実的ではありません。

　行財政改革の基本は、まちづくり計画の見直しにより、各事務事業の見直し、各種事業の見直し、その優先順

位や改善事項を洗い出すことにあります。町の収支バランスの均衡を図るためには、行政の仕組みを簡素化、合

理化することによる効果額の累積を図り、事業の再評価や緊急度・優先度の見極めによる事業費の削減などによ

り、財源不足額の圧縮を図らなければなりません。

　平成19年度から実施している「事務事業評価」は、町の行財政改革を進めるために必要不可欠な取組です。

⑤

●まちづくり計画と行財政改革

●事務事業評価制度の活用

～事務事業評価に取り組んでいます～～事務事業評価に取り組んでいます～

　事務事業評価とは、町が行う仕事が「本当に必要なものなのか」、「やり方が適切なのか」、「効果が上がって
いるのか」、などを点検し、改善できるところがあれば改善につなげていく仕組みのことです。この取組は、す
でに全国の多くの自治体で行われています。

　厳しい財政状況の中、「何が地域に必要なサービスなのか」、「より低コストでサービスを提供することがで
きないのか」など、限りある財源をより効果的に使い、より良いまちづくりを行うための手法として事務事業
評価に取り組んでいます。

町の仕事を点検し、問題があれば

改善につなげる仕組みのことです。

町が実施する事務事業評価の目的は、次の２点です。

◇ 「結果を振り返る」成果重視型の行政経営に転換する。

◇ 財政の健全化を進める。

事務事業評価って
簡単に言うと、
どんなこと？

事
務
事
業

評
価
制
度



自己更新を目指し児童ら力泳　
第20回洞爺湖町水泳大会開く

「心の豊かさを大切に」　
虻田中学校で講演会

洞爺八幡神社鎮座120年　
先人の苦労を偲ぶ

地域の環境美化で心も磨く
クリーン洞爺

　　20回洞爺湖町水泳大会が洞爺湖町民プールで開かれ、

　　児童、生徒ら約50人が参加して、各種目に挑戦しました。

　同大会は、相手と競い合うレース方式ではなく、自己記録

の更新をめざすタイムレースで、自由形、背泳ぎ、平泳ぎ、バ

タフライの各25 、50 、100 など、15種目のレースが繰り

広げられました。

　レースでは大

会記録も多く出

され、場内に「大

会新記録です」

とのアナウンス

が流れると応援

の父母などから

大きな拍手がプ

ール全体に響い

ていました。

　　月８日

　　洞爺地

区の小、中、

高生による

清掃活動「ク

リーン洞爺」

が今年も行

われ、洞爺

湖畔や地区

内の地域を約250人の児童、生徒、先生らが清掃し、町の環境整

備に一役買いました。

　地域の環境保全と美化を通じ児童生徒一人ひとりが、環境

に関心をもってもらおうと平成８年から開始。

　当日は、とうや小学校グラウンドでの開会式を終え、小学生、

中学生、高校生を一組にした班が12地区に分かれ、地区内全域

のゴミ、空カン、ペットボトルなどを拾い集めました。

　　徳の授業に力を入れている虻田中学校で「人との関わり

　　について」と題した講演会が９月８日同校の体育館で開

かれ、全校生徒約180人が、真剣な表情で講演に耳を傾けました。

　同校の今年度の全学年共通テーマは「他人とのかかわり」と

なっていて、そのテーマにそって埼玉県の学校法人翠ヶ丘学

園理事長の田中親男さんが講演を行いました。

　内容は、日本に招いたカンボジアの子どもたちとの触れ合

いについての話しの中で「貧しいながらも心は豊かだった。人

間にとっての心の豊かさは、なによりも大切」だと強く訴えま

した。

　　橋政之氏を団長に、香川県丸亀藩移住民76名が現在の

　　洞爺地区に入り、開拓を始めたのが明治20年。その２年

後、移住民の信仰のよりどころとして、洞爺八幡神社が鎮座

され、今年120年を迎えることになりました。

　同神社例大祭の前日９月14日には、鎮座120年の記念式典

が行われ、氏子や来賓など約30人が参加。

　神人和楽と彫られた記念碑の除幕を行い、先人の苦労を

偲び改めて120年という歴史の重みをかみ締めました。

熱心に講演を聞く虻田中全校生徒熱心に講演を聞く虻田中全校生徒

記念碑を囲んで記念撮影する関係者記念碑を囲んで記念撮影する関係者

スタート良く飛び込む選手スタート良く飛び込む選手

洞爺湖畔のゴミを拾う児童・生徒ら洞爺湖畔のゴミを拾う児童・生徒ら



北海道ツーデーマーチ
全国のウォーカー約1,450人参加

サクラマス遡上観察
財田自然体験ハウス開く

洞爺中吹奏楽部第４回定期演奏会
趣向を凝らした構成で会場を沸かす

ゆうあいフェスティバル2009　
お祭りで秋の1日を楽しむ

　　の洞爺湖を巡る北海道ツーデーマーチが、９月19日、20

　　日の２日間に渡って開催され、今年も全国から約1,450

人が参加し、「スポーツの秋」を満喫しました。

　初日には、「洞爺湖ぐるっと1周コース」「洞爺湖・豊浦パノ

ラマコース」など４コースが行われ、健脚を競い合いました。

　大会最長コースの湖畔（40km）コースでは、約410人の参加

者が元気にスタート。スタート直後に大雨に見舞われると

いうアクシデントもありましたが、徐々に天気も回復し、洞

爺湖の自然に感動しながら、ゴールをめざしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爺湖へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注ぐソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウベツ川に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サクラマス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が遡上する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　季節となり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財田自然体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　験ハウスで

は、９月20日サクラマスの観察会を開き、参加者らは少しでも上

へ行こうとするサクラマスの力強さと自然の大切さを学びました。

　当日は、同職員の鈴木利典さんから、サクラマスの生態や特

に洞爺湖との関係について詳しい説明を受けた後、ソウベツ川

の魚道付近でサクラマスを観察。40 ～50 に成長したサクラ

マスが、上流へ上ろうと何回もジャンプをする姿を目の当たり

にしました。

　最後に鈴木さんからは「このような遡上が行われる自然を

保持していくことの大切さを学んでほしい」との話しがあり、

観察会を終了しました。

　　爺中学

　　校吹奏

学部の第４

回定期演奏

会が、９月

21日とうや

水の駅の室

内を会場に、

アットホー

ムな雰囲気

で行われました。

　当日は、３部構成で、第１部はエグザイルやグリーンなど

のヒットナンバーで、第２部は「レッツスウイング」「コパカ

バーナ」などジャズやラテンナンバー。第３部では、ОＢや

顧問の先生を交えて迫力ある演奏が披露されました。

　特に第２部では、演奏者ひとり一人が男装や女装、かぶり

ものなどで登場し、会場を大いに沸かせました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶた福

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祉会の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋の恒例行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事ゆうあい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フェスティ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 バル2 0 0 9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（主催/清水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　自治会・あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぶた福祉会）

が、９月20日清水友愛の里グラウンド特設会場で開かれま

した。

　当日は、真夏を感じるような晴天で、金魚すくいや射的な

どを楽しむ人や焼き鳥を食べながらビールの杯を重ねる人

などそれぞれにお祭りを楽しんでいました。

　催しもののアフリカ太鼓トヤトヤのステージでは、会場

と演奏者が一体化し、いっしょに踊りだす人もでてきて、お

祭りを大いに盛り上げていました。

秋の洞爺湖を巡るウォーカーら秋の洞爺湖を巡るウォーカーら

遡上をくり返すサクラマス遡上をくり返すサクラマス

アットホームな雰囲気で行われた
洞爺中吹奏楽部定期演奏会

アットホームな雰囲気で行われた
洞爺中吹奏楽部定期演奏会

アフリカ太鼓の演奏で盛り上がる
ゆうあいフェスティバル

アフリカ太鼓の演奏で盛り上がる
ゆうあいフェスティバル



　
　
が
だ
ん
だ
ん
と
高
く
感
じ
る
季

　
　
節
に
な
り
ま
し
た
。
実
り
の
秋
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形

で
言
い
表
せ
る
秋
の
到
来
で
す
。
町

内
で
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ
、
地
場
産

品
の
な
ど
の
即
売
会
や
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
の
で
、
紹

介
し
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
９

月
21
日
と
う
や
・
水
の
駅
ふ
れ
あ
い

広
場
で
、
第
１
回
秋
の
収
穫
市
（
主

催
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洞
爺
町
づ
く
り
観
光

協
会
）
が
開
か
れ
、
新
鮮
な
地
場
の

野
菜
な
ど
を
求
め
て
、
地
域
住
民
や

観
光
客
が
大
勢
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　
道
の
駅
あ
ぷ
た
で
も
、
同
期
間
の

20
日
、
21
日
の
２
日
間
、
４
周
年
の

記
念
セ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
２
、
０
０

０
円
以
上
の
買
い
物
客
に
、
様
々
な

景
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
関
係
者

は
「
お
盆
な
み
の
い
そ
が
し
さ
」
と

う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
27
日
に
は
道
の
駅
と
う
や
湖
で
も

１
周
年
の
記
念
セ
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、

旬
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
地
方
発
送
す
る

来
場
者
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
目
を
転
じ

れ
ば
、
９
月
６
日
洞
爺
湖
町
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
祈
願
マ

ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
主
催

同
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
）
が
12

時
間
連
続
で
開
催
。
う
さ
ぎ
と
か
め

の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
午
前
８
時
30
分

に
試
合
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
あ
り
、
珍
プ

レ
ー
あ
り
の
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、

12
時
間
を
貫
徹
。
終
了
の
20
時
30
分

ま
で
に
75
回
を
行
い
、
１
０
５
対
１

０
１
の
ス
コ
ア
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
ネ
イ
パ
ル
洞
爺
で
は
、
運
動
の
苦

手
な
子
供
や
も
っ
と
上
手
に
な
り
た

い
子
供
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ

デ
ミ
ー
を
８
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
す

る
こ
と
に
し
、
そ
の
第
１
回
が
９
月

12
日
同
所
で
開
か
れ
、
19
人
の
児
童

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
回
は
、
体
力
測
定
が
行
わ
れ
、

50
ｍ
走
、
握
力
な
ど
の
８
種
目
に
児

童
ら
は
真
剣
な
表
情
で
挑
ん
で
い
ま

し
た
。

　
９
月
23
日
に
は
、
秋
の
恒
例
行
事

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
第
14
回
洞
爺

湖
町
ク
ォ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン
駅
伝
大

会
（
主
催
　
洞
爺
湖
町
陸
上
競
技
協

会
）
が
、
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
前
ス

タ
ー
ト
の
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

小
学
低
学
年
か
ら
大
会
史
上
初
の
一

般
チ
ー
ム
ま
で
14
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

５
 
か
ら
10
 
の
コ
ー
ス
で
健
脚
を

競
い
あ
い
ま
し
た
。

収
穫
の
秋

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

多彩な秋を
楽しむ

多彩な秋を
楽しむ

実りの秋 スポーツの秋

多種多様な野菜が並べられた第１回収穫祭多種多様な野菜が並べられた第１回収穫祭

露天も出た道の駅あぷた４周年記念セール露天も出た道の駅あぷた４周年記念セール

道の駅とうや湖１周年記念セール
好評のにんじん入れ放題
道の駅とうや湖１周年記念セール
好評のにんじん入れ放題

12時間連続のマラソンソフトボール大会12時間連続のマラソンソフトボール大会

スポーツアカデミー
反復横跳びに挑戦する児童ら
スポーツアカデミー
反復横跳びに挑戦する児童ら

第14回洞爺湖町クォーターマラソン
スタートを決める選手ら
第14回洞爺湖町クォーターマラソン
スタートを決める選手ら



　　
　
月
21
日
の
敬
老
の
日
に
合
わ
せ

　
　
て
、
町
で
は
今
年
度
１
０
０
歳

と
88
歳
を
迎
え
る
方
に
、
祝
い
金
な

ど
を
贈
呈
し
長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
た
の
は

２
人
で
、
88
歳
は
53
人
。
８
月
現
在

で
65
歳
以
上
の
人
口
に
占
め
る
割
合

が
32
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
も
、
各
自
治
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
敬
老
の
会
が
催
さ
れ
、
食

事
を
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
近
況
や

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
年
度
の
後
期
に
１
０
０
歳
を
迎

　
　
え
る
の
は
、
山
家
タ
マ
さ
ん
（
虻

１
区
）
で
、
明
治
42
年
９
月
20
日
生

ま
れ
。

　
９
月
14
日
に
は
、
吉
田
副
町
長
が

伊
達
市
の
聖
ケ
丘
病
院
を
訪
れ
、
お

祝
い
金
と
花
束
を
手
渡
し
、
親
族
ら

と
い
っ
し
ょ
に
１
０
０
歳
の
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。

　　爺地区で長く続いている美沢西・東合同敬老会が、70歳以上のお年寄り

　　24人が参加して、洞爺総合センターで開かれました。

　約50年前には、当時の農協婦人部が中心となって各地区で行われていた敬

老会ですが、現在まで続いているのは、同敬老会を残すのみとなりました。

　現在は、両自治会の女性部の皆さんが、協同で手づくりの料理をもてなし、

長寿を祝う会となっています。

　両自治会を代表して杉上もと子さんが「おめでとうございます。真心をこ

めた料理などをゆっくり楽しん

でください」と挨拶。

　お年寄り達は、振舞われた赤

飯や茶碗蒸しなどの手づくり料

理を満喫しながら、お互いの近

況を語り合いました。

　余興では、スタンドバイミー

をバックにどじょうすくいを踊

るという画期的な「どんじょす

くい」の親子共演に、笑いの声

が会場内を渦巻いていました。

　　月５日から８日までの４日間「ねんりんピック北海道札幌2009」

　　が北海道の各地を舞台に繰り広げられ、ウォークラリー交流大

会で、長崎惠子（青２区）さんと青木佐智子さん（入３区）の２人

が入ったチーム「洞龍くん」が３位を獲得しました。

　ねんりんピックは、60歳以上の高齢者を中心とするスポーツ、文

化、福祉の総合的な祭典。

　同ラリーには、36チーム(北海道３チーム)がエントリーし、コマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　図を頼りに約５ の道程を、

　　　　　　　　　　　　　　　　　８カ所でのチェックポイント

　　　　　　　　　　　　　　　　　の問題と設定時間にどれだけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　近く歩くかを競うゲームです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　３位入賞を果たした２人は

　　　　　　　　　　　　　　　　　「年齢を気にすることなく、

　　　　　　　　　　　　　　　　　これからも元気にいろいろな

　　　　　　　　　　　　　　　　　ことにチャレンジしていきた

　　　　　　　　　　　　　　　　　い」と喜びを語ってくれまし

　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

　　田地区においても、各地域で長寿を祝う会が催

　　されました。

　清水区では、自治会主催の平成21年度敬老会（長

寿まつり）が、９月21日清水集会所で催されました。

　今年の同敬老会の該当者は、最高齢の98歳をはじ

めに48人で、当日は、該当者のお年寄りと役員ら関

係者合わせて約50人が集い、長寿を祝いました。

　同会の冒頭で、６人が対象となった今年80歳の傘

寿の方に、自治

会から記念品が

贈呈されました。

　お年寄りのみ

なさんは、美味

しい料理や「運

だめしくじ引き」

などで、楽しい

敬老の日を過ご

しました。

自治会主催で敬老会 ねんりんピック・ウォークラリー
長崎惠子さん、青木佐智子さん３位入賞

手づくり料理でおもてなし
美沢西・東合同敬老会

１
０
０
歳

お
め
で
と
う

各地区で長寿を
祝う敬老会開く

９月21日・敬老の日

吉田副町長から祝福を受ける山家タマさん吉田副町長から祝福を受ける山家タマさん

３位入賞の青木さん(左)と長崎さん３位入賞の青木さん(左)と長崎さん

元気に乾杯するお年寄りら元気に乾杯するお年寄りら

話もはずむ敬老会話もはずむ敬老会



　
　
海
道
で
は
、
災
害
に
強
い
地
域

　
　
社
会
の
実
現
を
目
的
に
「
北
海

道
防
災
対
策
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、

４
月
１
日
か
ら
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
地
域
社
会
の
実
現
に

資
す
る
よ
う
、
防
災
対
策
に
関
し
、

基
本
理
念
を
定
め
、
道
民
な
ど
及
び

道
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
道
民
な
ど
に
よ
る
防
災
対
策
の

基
本
と
な
る
事
項
及
び
道
の
基
本
的

な
施
策
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
道

民
な
ど
及
び
道
の
協
働
に
よ
る
防
災

対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
と

す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

　
防
災
対
策
の
推
進
を
図
る
上
で
の

基
本
と
な
る
考
え
方
（
基
本
理
念
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
ら
の
理

念
の
も
と
、
道
民
な
ど
に
よ
る
防
災

対
策
（
第
２
章
）、
道
の
基
本
的
な
施

策
（
第
３
章
）
を
着
実
に
実
施
し
ま

す
。

　
道
民
等
は
、
次
の
防
災
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
道
は
、
次
の
３
つ
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
防
災
対
策
を
推
進
し
ま

す
。

条
例
を
制
定
し
た
目
的

（
前
文
、第
１
章:

第
１
条
）

条
例
の
基
本
理
念

（
第
１
章:
第
３
条
）

推
進
に
向
け
た
関
係
者
の
責
務
等

（
第
１
章:

第
４
条
〜
第
８
条
）

道
民
等
に
よ
る
防
災
対
策

（
第
２
章:

第
９
条
〜
第
13
条
）

道
の
基
本
的
な
施
策

（
第
３
章:

第
14
条
〜
第
25
条
）

道民など、道、市町村、防災関係機関の適切
な役割分担による協働により着実に実施

自助…道民が自らの安全を自らで

　　　守ること

共助…道民などが地域において互

　　　いに助け合うこと

公助…道、市町村及び防災関係機

　　　関が実施する対策

道民

事業者

市町村道

自主防災組織等
連携

・防災に関する意識の高揚感（第９条）
・物資の備蓄等（第10条）
・建築物の倒壊の防止等（第11条）
・円滑な避難（第12条）
・防災ボランテイアによる支援活動（第13条）

■道民等
■道民

■自主防災組織等

■事業者

防災対策の推進

【基本方針】

（１）協働による防災対策の推進

（２）災害への備えを中心とした災害に強い地域づくり

　　　の推進

（３）地域の特性に応じた防災対策の推進

北
海
道
防
災
対
策

基
本
条
例
制
定
!!

北
海
道
防
災
対
策

基
本
条
例
制
定
!!

４月１日施行



条例の構成

道
の
基
本
的
な
施
策

・防災に関する知識を習得し、又は防災に関する意識の高揚を図るための機会を
　確保する。
・専門的な防災ボランテイア及び連絡調整を行う者を育成する。

・災害時要援護者への情報提供及び避難の支援が円滑に行われるよう体制の整備
　に努める。
・災害時要援護者の情報が適切に管理される環境づくりに努める。

・積雪又は融雪による災害への対策を推進するための体制の整備を図るとともに、
　積雪寒冷期における避難路及び避難場所の確保等の対策を進める。

・避難場所の提供、食料、医薬品等の生活物資の供給、輸送等において事業者と
　協働体制を整備する。

・災害時における孤立地区に対する医療の確保、物資の輸送、情報の提供等の体
　制の整備を図る。

・特に功績があったと認められたものを表彰する。

・調査研究を行うとともに、その結果を共有し、防災対策に反映するよう努める。

・防災に関する施設及び整備について、計画的に整備を図る。

基本方針 主な条項 内 容

協働によ

る防災対

策の推進

災害に強
い地域づ
くりの推
進

道民及び自主
防災組織等と
の協働

協働による災
害時要援護者
への支援

防災に関する
施設等の整備

積雪寒冷期に
おける防災対
策の推進

事業者と
の協働

調査研究
の推進

孤立地区対
策の推進

表 彰

地域の特

性に応じ

た防災対

策の推進

そ の 他

第３章（基本方針を規定した上で、各基本方針に対応する道の施策及びその他の施策を規定）

第２章（道民、自主防災組織等及び事業者による自助・共助の取組を規定）

道
民
等
に
よ
る
防
災
対
策

主な条項 内 容

防災に関する意識
の 高 揚 感

物 資 の 備 蓄 等

建築物等の倒壊の
防 止 等

円 滑 な 避 難

防災ボランテイア
による支援活動

・防災に関する知識の習得及び家庭、職場等を通じた防災に関する意識の高揚に
　努める。

・災害時に必要とする水、食料、医療品その他の物資を備蓄し、災害等に関する
　情報を収集できる機器を準備しておくよう努める。

・自主的に避難し、避難勧告に速やかに応じて行動する
・災害等に関する情報の伝達、避難の誘導等を行うよう努める。

・被災地の状況に応じた支援活動を実施するよう努める。

・災害による倒壊等を防ぐ措置、被害の拡大を防止するよう努める。

第１章（目的、定義、基本理念及び各主体の責務等を規定）

総

則

自主防災組織等の
責 務

道 民 の 責 務

事 業 者 の 責 務

・自ら防災対策を実施、自主防災組織等の活動に参画

・地域における防災対策を実施、防災対策に協力

・自ら防災対策を実施、施設利用者等の安全確保、事業を継続する体制の
　整備

主な条項

基本理念
・自助、共助、公助を担う各主体の適切な役割分担による協働により着実
　に実施

内 容

・防災対策を総合的に推進、道民等が行う防災対策の支援

・防災対策の推進に当たり市町村と緊密に連携するとともに支援を実施

道 の 責 務

市町村との連携

自
助
・
共
助

公
助

　経済的な理由などで国民年金の保険料を納めること

が困難な場合には、保険料の免除制度があります。

　今回の国庫負担割合の増加により、保険料の免除期

間についての将来の年金額が増額されました。

　保険料の免除制度手続きについては、役場年金窓口、

ねんきんダイヤルまたはお近くの社会保険事務所にご

相談ください。

　詳しくは、住民課戸籍年金係　74-3002又は室蘭社会

保険事務所　0143-24-7104／ねんきんダイヤル　057-

05-1165へ。

　経済的な理由などで国民年金の保険料を納めること

が困難な場合には、保険料の免除制度があります。

　今回の国庫負担割合の増加により、保険料の免除期

間についての将来の年金額が増額されました。

　保険料の免除制度手続きについては、役場年金窓口、

ねんきんダイヤルまたはお近くの社会保険事務所にご

相談ください。

　詳しくは、住民課戸籍年金係　74-3002又は室蘭社会

保険事務所　0143-24-7104／ねんきんダイヤル　057-

05-1165へ。

基礎年金の国庫負担割合が、
２分の１に増えました！



　　
　
爺
湖
町
の
国
民
健
康
保
険
に
は

　
　
月
平
均
１
、９
６
８
世
帯
、
３
、

４
４
４
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
決

算
額
は
、
歳
入
１
、５
２
２
、３
９
６
、

４
４
４
円
、
歳
出
１
、５
２
０
、１
８

９
円
で
差
引
１
、８
７
６
、２
５
５
円

を
繰
越
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
現

状
は
赤
字
運
営
と
な
っ
て
お
り
、
赤

字
分
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で

補
填
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
費
用
の
大
部
分

は
医
療
費
で
す
。
表
１
に
よ
り
１
人

当
た
り
の
医
療
費
は
全
道
平
均
よ
り

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
く
「
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま

す
。
「
病
院
へ
行
か
な
い
こ
と
」
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
病
状
が
重
く

な
っ
て
か
ら
の
受
診
は
、
病
気
が
治

る
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
日
数
と
治
療

を
要
し
、
か
え
っ
て
多
く
の
医
療
費

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
自
分
の
体
調

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
お
か
し
い
な
と
感

じ
た
ら
早
め
に
診
察
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
町
で
は
、
特
定
健
康
診
査
、
各
種

が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
が

ん
、
く
も
膜
下
出
血
、
虚
血
性
心
疾

患
等
の
血
管
障
害
を
早
期
発
見
、
予

防
す
る
た
め
に
、
年
に
一
度
は
町
の

特
定
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
（
保
険
者
）
が
平
成
20
年
度
に

負
担
し
た
医
療
給
付
費
な
ど
は
、
表

２
の
と
お
り
で
す
。

　
保
険
者
（
町
）
負
担
分
と
高
額
療

養
費
（
町
負
担
分
）
が
町
か
ら
支
払

い
さ
れ
た
分
で
す
。

　
昨
年
度
は
、
平
成
19
年
度
と
比
較

す
る
と
７
１
、
１
６
９
千
円
の
減
額

支
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
国
保
医
療
係

（
　
74-

３
０
０
２
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
…

平成20年度の

洞爺湖町

国民健康保険

■表１　　　　　　　　　　　　　　　　　 (単位：円)

■表２　　　　　　　　　　　　　 　 (単位：千円、件)

　洞爺湖町国民健康保険加入者で平成20年度入院にか

かる年間計を疾病別緒率上位５位までを表３に集計し

ています。

■表３　　　　　　「病類別疾病分類表年間計より」

◎１人当り診療費が高い

◎受診率が高い

◎１件当り診療費が高い

◎１日当り診療費が高い

H20順位 

１

２

３

４

５

H19順位 

３

２

６

－

４

H19順位 

３

７

６

５

４

H19順位 

－

－

－

－

－

H19順位 

－

－

－

－

８

H20順位 

１

２

３

３

５

H20順位 

１

２

３

４

５

H20順位 

１

２

３

４

５

疾　病　名

疾　病　名

疾　病　名

疾　病　名

総額診療費（円）

受診率 受診件数

１件当り診療費（円）

１日当り診療費（円）

その他の神経系の疾患

その他の悪性新生物

関節症

脳内出血

59,700,720

55,249,080

26,429,470

25,662,540

24,587,370

4.81％

1.88％

1.27％

1.27％

1.11％

166

65

44

44

38

1,593,140

1,484,520

1,234,636

1,091,645

1,067,109

 124,496

 122,403

  97,552

  93,714

   74,892 

その他の神経系の疾患

その他の悪性新生物

糖尿病

脳内出血

くも膜下出血

白血病

悪性リンパ腫

その他の呼吸系の疾患

虚血性心疾患

虚血性心疾患

骨の密度及び構造の障害

その他の循環器系の疾患

くも膜下出血

総合失調症、分裂病型障害、
妄想性障害

総合失調症、分裂病型障害、
妄想性障害

乳房及びその他の女性性殖
器の疾患

区分

19年度

20年度

差引

1人当り診療費

   297,567

   278,867

  △18,700

1人当り療養諸費

   391,406

   367,147

  △24,259

全道1人当り療養諸費

19年度
307,374

全道と町の差引比較
84,032

19年度

20年度

差引

53,494

54,419

925

1,327,259

1,264,454

△62,805

1,006,109

923,959

△82,150

321,150

340,495

19,345

109,484

120,465

10,981

1,115,593

1,044,424

△71,169

区分 件数
費用額
 ＋ 

保険者（町）
負担分 

一部負担金
等（個人） 

高額療養費
（町負担分） 

町負担総額
 ＋ 

・診 療 費～入院・通院・歯科分です。
・療養諸費～診療費に調剤・食事・柔整などの費用を加
　　　　　　えた分です。

・件数に食事療養費数は含まれていません。



　
　
期
に
渡
っ
て
良
好
な
状
態
で
使

　
　
用
さ
れ
る
構
造
等
を
備
え
た
良

質
な
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、

「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
基
づ
き
認

定
さ
れ
た
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
、

当
該
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
を
減

額
す
る
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
６
月
４
日
か
ら
平
成
22

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
新
築
さ
れ

た
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
つ
い
て
、

一
般
の
住
宅
の
場
合
は
そ
の
住
宅
の

翌
年
度
か
ら
５
年
間
の
固
定
資
産
税

が
２
分
の
１
に
、
３
階
建
て
以
上
の

中
高
層
耐
火
住
宅
の
場
合
は
そ
の
住

宅
の
翌
年
度
か
ら
７
年
間
の
固
定
資

産
税
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
住
宅
の
１
２
０
 

相
当
分
ま
で
が
減
額
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
平
成
21
年
６
月
４
日
か
ら
平
成
22

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
新
築
さ
れ

た
住
宅
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
住
宅
。

(1)
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に

関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
認
定
長
期

優
良
住
宅

(2)
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
の

面
積
が
、
家
屋
の
床
面
積
の
２
分
の

１
以
上
の
も
の

(3)
住
宅
の
床
面
積
が
50
 
（
１
戸
建

て
以
外
の
賃
貸
住
宅
は
40
 
）
以
上

２
８
０
 
以
下
の
も
の

※
住
宅
床
面
積
の
１
２
０
 
相
当
分

ま
で
が
減
額
対
象
の
限
度
と
な
り
ま

す
。

　
新
築
工
事
の
完
了
日
か
ら
翌
年
の

１
月
31
日
ま
で
に
、
役
場
税
務
財
政

課
へ
必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
申
告
の
際
に
は
、
北

海
道
建
設
部（
住
宅
局
建
築
指
導
課
）

で
認
定
を
受
け
た
長
期
優
良
住
宅
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要

で
す
。

　
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

税
務
財
政
課
税
務
グ
ル
ー
プ
（
　
74-

３
０
０
３
）
ま
で
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
同
内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
洞
爺
湖
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
配
信
し
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
土
交
通
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
／
長
期
優
良
住
宅
法
関
連

情
報（http://www.mlit.go.jp/jutakuk

entiku/house/jutakukentiku_hou

se_tk4_000006.html

）、又
は
北
海
道

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
北
海
道
長
期
優
良

住
宅
コ
ー
ナ
ー
（http://www.pref.

hokkaido.lg.jp/kn/ksd/tyoukiyu

uryoujyuutaku

）
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
参
照
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の減

額
措
置

対
象
家
屋
の
要
件

減
額
期
間
及
び
減
額
割
合

申
請
方
法

区　　　　　分 減 額 期 間 減額割合

一般の長期優良住宅（下記以外）
新築の翌年度から
５年間

１／２

１／２
新築の翌年度から
７年間

３階建て以上の中高層耐火長期
優良住宅

■問合せ　税務財政課税務グループ　74‐3003■問合せ　税務財政課税務グループ　74‐3003

固定資産税が減額固定資産税が減額

新築の長期優良住宅新築の長期優良住宅



　
　
晩
の
寒
さ
が
身
に
し
み
る
季
節

　
　
を
向
か
え
、
ご
家
庭
で
は
暖
房

器
具
が
フ
ル
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
「
高
齢
者
住
宅
か
ら

の
出
火
防
止
」
と
し
て
、
次
の
点
に

十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 
暖
房
器
具
の
周
り
に
は
燃
え
や
す

い
物
を
近
づ
け
な
い
。

 
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
又
は
身

内
の
方
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
も

の
の
、
自
室
で
移
動
式
ス
ト
ー
ブ
を

使
用
し
て
い
る
方
は
、
謝
っ
て
ツ
マ

づ
き
ス
ト
ー
ブ
を
転
倒
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
室
内
の
整
理
整
頓

を
常
に
心
掛
け
る
。

 
移
動
式
ス
ト
ー
ブ
の
場
合
、
「
燃

料
の
補
給
時
」
は
必
ず
ス
ト
ー
ブ
を

一
旦
消
火
し
て
か
ら
行
う
。

 
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
と
、
厚

着
を
し
て
し
ま
う
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。
厚
着
を
し
て
い
ま
し
と
、
熱
が

な
か
な
か
肌
に
伝
わ
り
難
く
、
特
に

炊
事
な
ど
の
作
業
時
に
は
ス
ト
ー
ブ

に
接
近
し
過
ぎ
て
も
厚
着
に
よ
っ
て

鈍
感
に
な
り
、
着
衣
着
火
の
発
見
が

遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
気
象
情
報
は
年
々
そ
の
予
想
精
度

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨

や
台
風
に
つ
い
て
よ
り
多
く
の
情
報

を
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
皆
様
に
伝
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
情
報
網
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
自
然
災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小

限
度
に
抑
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
は
自
ら
が
正
し
い

情
報
に
基
づ
き
、
す
ば
や
く
対
応
す

る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

 
防
災
広
報
を
聞
く

 
早
め
の
準
備
を
す
る

 
電
池
（
ラ
イ
ト
）
や
携
帯
ラ
ジ
オ

も
活
用

 
避
難
の
判
断
は
早
め
に

　
９
月
10
日（
木
）、
２
年
生
25
名
が

洞
爺
湖
消
防
署
の
施
設
見
学
に
来
庁

し
ま
し
た
。
事
前
に
消
防
署
へ
出
さ

れ
た
質
問
に
つ
い
て
、
洞
爺
湖
消
防

署
千
葉
司
令
か
ら
回
答
を
得
た
後
、

通
信
司
令
室
（
１
１
９
番
受
付
装
置

及
び
地
図
検
索
シ
ス
テ
ム
）
や
洞
爺

湖
消
防
署
に
配
備
さ
れ
て
い
る
水
槽

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
や
高
規
格
救

急
車
を
見
学
し
、
車
両
に
は
実
際
に

搭
乗
す
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

　
消
防
署
見
学
を
通
じ
、
消
防
署
の

仕
事
に
つ
い
て
や
防
火
思
想
の
普
及

に
お
役
に
立
て
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
７
月
18
日
（
土
）
に
札
幌
市
消
防

学
校
屋
外
訓
練
場
に
て
「
全
道
消
防

技
術
訓
練
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
洞

爺
湖
消
防
署
所
属
の
加
藤
司
令
、
鹿

原
好
弘
消
防
士
、
豊
浦
支
署
の
斉
藤

智
之
消
防
士
の
３
名
が
「
ほ
ふ
く
救

出
」
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の

種
目
は
２
人
の
隊
員
が
救
助
者
と
な

り
、
１
人
が
空
気
呼
吸
器
を
着
装
し
、

小
綱
と
確
保
ロ
ー
プ
を
両
足
首
に
結

着
し
た
後
、
煙
道
に
進
入
そ
の
先
に

い
る
要
救
助
者
を
救
出
す
る
ま
で
の

所
要
時
間
と
迅
速
的
確
性
が
競
わ
れ

る
も
の
で
、
昨
年
か
ら
厳
し
い
訓
練

を
繰
り
返
し
た
成
果
が
大
会
当
日
に

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
は
し

ご
登
は
ん
」
の
部
に
出
場
し
た
豊
浦

支
署
の
井
嶋
穀
消
防
士
は
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
と
し
て
８
月
20
日（
木
）に
横
浜

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
様
の
生
命
・
財

産
を
守
る
為
、
日
々
活
動
し
て
参
り

ま
す
。平

成
21
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
８
月
31
日
現
在

●
火
災
件
数
　
18
件

●
救
急
件
数
　
324
件

平
成
21
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
８
月
31
日
現
在

●
火
災
件
数
　
18
件

●
救
急
件
数
　
324
件

高
齢
者
住
宅
に
お
け
る
暖

房
器
具
か
ら
の
出
火
防
止

集
中
豪
雨
や
台
風
へ
の

対
策

虻
田
小
２
年
生
　

洞
爺
湖
消
防
署
を
見
学

全
道
消
防
技
術
訓
練
大

会
へ
出
場

「
火
の
し
ま
つ
　

　
　
君
が
し
な
く
て

　
　
　
　
　
誰
が
す
る
」

■
統
一
標
語

洞爺湖消防署(　76-2119)・温泉分署(　73-1119)・洞爺支署(　87-2119)『火災・救急・救助119番』

通信司令室で119番受付装置などを見学通信司令室で119番受付装置などを見学 千葉司令から質問についての回答を聞く児童ら千葉司令から質問についての回答を聞く児童ら

後列右から、加藤司令・鹿原消防士
前列右から、斉藤消防士・井嶋消防士
後列右から、加藤司令・鹿原消防士
前列右から、斉藤消防士・井嶋消防士



【
優
秀
賞
】

あ
り
が
と
う
　
あ
し
た
も
あ
そ
ぼ
　
う
れ
し
い
な
　
　
　
　
２
年
　
中
 
　
萌
果

花
を
植
え
　
い
っ
し
ょ
に
育
つ
　
ぼ
く
た
ち
も
　
　
　
　
　
４
年
　
山
本
　
拓
実

あ
い
さ
つ
は
　
笑
顔
が
広
が
る
　
あ
い
言
葉
　
　
　
　
　
　
５
年
　
北
島
　
李
胡

【
優
良
賞
】

あ
い
さ
つ
は
　
み
ん
な
を
う
れ
し
く
　
す
る
こ
と
ば
　
　
　
１
年
　
内
海
　
里
紗

あ
ぶ
な
い
よ
　
お
う
だ
ん
ほ
ど
う
で
　
み
ぎ
ひ
だ
り
　
　
　
１
年
　
伊
藤
　
　
葵

宝
物
　
あ
な
た
の
い
の
ち
　
１
つ
だ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
３
年
　
若
木
　
七
星

水
の
元
　
水
源
林
を
　
守
ろ
う
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
年
　
吉
田
　
岳
史

緑
を
ね
　
い
っ
ぱ
い
ふ
や
せ
ば
　
エ
コ
で
ニ
コ
　
　
　
　
　
５
年
　
菅
原
　
駿
斗

こ
ん
に
ち
は
　
勇
気
を
出
し
て
　
言
っ
て
み
よ
う
　
　
　
　
６
年
　
山
本
あ
ゆ
み

【
優
秀
賞
】

「
お
は
よ
う
」
と
　
言
え
ば
花
咲
く
　
笑
み
の
花
　
　
　
　
３
年
　
横
山
　
桃
子

お
は
よ
う
さ
ん
　
今
日
の
ス
タ
ー
ト
　
に
こ
や
か
に
　
　
　
２
年
　
中
村
　
百
花

花
ひ
ら
く
　
夢
見
る
明
日
を
　
き
り
ひ
ら
け
　
　
　
　
　
　
１
年
　
政
田
　
優
菜

【
優
良
賞
】

環
境
と
　
人
の
笑
顔
は
　
た
か
ら
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
３
年
　
半
田
　
裕
奈

街
か
ど
の
　
花
を
見
て
る
と
　
平
和
だ
な
　
　
　
　
　
　
　
３
年
　
布
施
　
美
雪

花
た
く
さ
ん
　
緑
で
町
を
　
仕
立
て
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
２
年
　
尾
崎
憲
次
郎

森
林
は
　
洞
爺
湖
町
の
　
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
　
　
　
　
　
　
　
２
年
　
佐
々
木
徹
也

ニ
コ
ニ
コ
と
　
み
ん
な
明
る
く
　
町
づ
く
り
　
　
　
　
　
　
１
年
　
境
　
　
拓
巳

小
さ
な
木
　
い
つ
か
立
派
に
　
育
っ
て
ね
　
　
　
　
　
　
　
１
年
　
見
付
　
百
音

【
優
秀
賞
】

こ
ん
に
ち
は
　
あ
い
さ
つ
す
る
と
　
す
っ
き
り
さ
　
　
　
　
１
年
　
越
後
　
音
穂

し
あ
わ
せ
は
　
笑
顔
に
あ
る
よ
　
笑
お
う
よ
　
　
　
　
　
　
３
年
　
竹
澤
　
　
遥

木
や
花
を
　
自
然
を
大
事
に
　
育
て
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
５
年
　
藤
兼
　
聖
子

【
優
良
賞
】

や
め
て
ほ
し
い
　
す
ぴ
い
ど
だ
し
す
ぎ
　
じ
こ
の
も
と
　
　
１
年
　
安
達
　
　
暖

ポ
イ
す
て
は
　
い
け
な
い
こ
と
だ
　
し
ち
ゃ
だ
め
だ
　
　
　
２
年
　
広
瀬
　
桃
花

気
持
ち
い
い
　
森
の
空
気
は
　
す
て
き
だ
よ
　
　
　
　
　
　
３
年
　
齊
藤
　
優
香

ち
か
い
と
こ
　
い
く
な
ら
と
ほ
か
　
じ
て
ん
し
ゃ
で
　
　
　
４
年
　
宍
戸
　
　
豊

と
う
や
こ
ち
ょ
う
　
タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
　
多
す
ぎ
る
　
　
５
年
　
根
本
　
　
協

ポ
イ
捨
て
は
　
環
境
破
壊
に
　
つ
な
が
る
よ
　
　
　
　
　
　
６
年
　
児
玉
龍
一
郎

【
優
秀
賞
】

あ
り
が
と
う
　
感
謝
の
心
に
　
笑
顔
を
そ
え
て
　
　
　
　
　
２
年
　
外
川
　
　
桜

こ
の
緑
　
未
来
へ
残
そ
う
　
い
つ
ま
で
も
　
　
　
　
　
　
　
３
年
　
佐
藤
　
明
博

ち
ょ
っ
と
ま
て
　
す
て
る
ま
え
に
　
リ
サ
イ
ク
ル
　
　
　
　
３
年
　
佐
々
木
沙
代

【
優
良
賞
】

こ
ん
に
ち
は
　
言
わ
れ
る
だ
け
で
　
う
れ
し
い
な
　
　
　
　
２
年
　
上
茶
麻
菜
美

赤
信
号
　
急
ぐ
な
あ
せ
る
な
　
ち
ょ
っ
と
ま
て
　
　
　
　
　
３
年
　
荒
町
　
優
生

あ
い
さ
つ
は
　
し
て
も
さ
れ
て
も
　
う
れ
し
い
ね
　
　
　
　
１
年
　
浅
川
　
琴
美

あ
い
さ
つ
を
　
し
っ
か
り
や
ろ
う
　
い
い
声
で
　
　
　
　
　
２
年
　
北
澤
　
弘
次

み
ん
な
で
や
ろ
う
　
地
球
を
守
る
　
エ
コ
活
動
　
　
　
　
　
１
年
　
近
藤
　
亜
美

協
力
で
　
み
ん
な
で
防
止
　
温
暖
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
年
　
成
田
　
　
希

社
会
を
明
る
く
す
る

標
語

社
会
を
明
る
く
す
る

標
語

洞
爺
湖
温
泉
中
学
校

洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

虻
田
小
学
校

虻
田
中
学
校

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法
律第94号）第３条第１項及び第22条第１項に基づき、平成
20年度決算により算定した健全化判断比率及び資金不足比
率は、次のとおりです。
　実質公債費比率が基準を超え、早期健全化団体となります。
今後、町民の皆様の理解と協力を得ながら進めていきます。

健全化判断比率及び資金不足比率の
公表について（平成20年度決算）

区　　　分
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

比　　率
－
－

 29.8
240.3

早期健全化基準
15.00 
20.00 
25.0 
350.0 

財政再生基準
20.00 
40.00 
35.0 
－ 

1.健全化判断比率　　　　　　　　　　　　（単位：％）

会　計　名
水 道 事 業 会 計
公共下水道事業特別会計
簡易水道事業特別会計

比　　率
－
－
－

経営健全化基準
20.0 
20.0 
20.0 

2.資金不足比率　　　　　　　　（単位：％）※各比率の
「－」は、赤
字又は資金
不足がない
ことを表す。

　
洞
爺
湖
町
合
同
補
導
委
員
会（
皆
見
享
委
員
長
）が
７
月
15
日
か
ら
８
月

29
日
の
約
１
カ
月
半
虻
田
地
区
の
各
小
中
学
校
で「
社
会
を
明
る
く
す
る

標
語
」を
募
集
し
、各
学
校
ご
と
の
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
、紹

介
し
ま
す
。



　
　
爺
国
際
交
流
協
会
（
五
十
嵐
優

　
　
子
会
長
）
が
窓
口
に
な
っ
て
、

毎
年
受
け
入
れ
て
い
る
英
国
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
青
年
の
第
19
次
生
が
来
町
し
、

９
月
16
日
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
約

40
人
が
参
加
し
て
二
人
の
訪
問
を
祝

福
し
ま
し
た
。

　
今
回
訪
問
し
た
の
は
、
ハ
リ
ソ
ン
・

ホ
ウ
ル
ト
さ
ん
（
18
歳
）
と
ジ
ョ
シ

ュ
ア
・
ウ
ッ
ド
コ
ク
さ
ん
（
18
歳
）

で
、
こ
れ
か
ら
１
年
間
、
英
語
教
室

な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
地
元
の
人

た
ち
と
様
々
な
交
流
を
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
街
で
見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
か

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
が
大
好
き
な
２
人
の
簡
単
な

紹
介
を
し
ま
す
。

▼
ハ
リ
ソ
ン
・
ホ
ウ
ル
ト
さ
ん

　
出
身
は
、
イ
ギ
リ
ス
北
西
部
に
あ

る
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
郡
で
、
日
本
旅
行

の
お
み
や
げ
に
貰
っ
た
日
本
の
本
が

き
っ
か
け
で
、
日
本
に
対
す
る
興
味

が
沸
き
、
サ
ム
ラ
イ
や
宮
崎
ア
ニ
メ

に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
剣

道
や
和
太
鼓
な
ど
伝
統
的
な
日
本
文

化
に
接
し
た
い
」
と
早
く
も
意
気
込

ん
で
い
ま
す
。

▼
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
ッ
ド
コ
ク
さ
ん

　
出
身
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ウ

ン
郡
で
、
彼
も
小
学
生
の
時
テ
レ
ビ

の
番
組
を
見
て
日
本
に
つ
い
て
知
り
、

特
に
日
本
語
の
読
み
方
に
興
味
を
持

ち
、
そ
の
後
歴
史
・
文
化
へ
と
対
象

を
広
げ
ま
し
た
。

「
柔
道
、
茶
道
、
書
道
、
よ
さ
こ
い

に
日
本
の
家
庭
料
理
と
な
ん
で
も
触

れ
て
み
た
い
」
と
貪
欲
に
日
本
文
化

を
体
験
し
た
い
よ
う
で
す
。

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
九
月
定
例
会
よ
り

赤
と
ん
ぼ
肩
に
と
ま
れ
ば
同
行
の

　
　
　
　
　
よ
し
み
と
な
し
て
草
地
を
巡
る
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

奢
る
者
は
久
し
か
ら
ず
の
格
言
を

　
　
　
　
　
証
が
ご
と
き
衆
議
院
は
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
　
　
孝

朝
夕
の
風
も
い
つ
し
か
身
に
沁
み
て

　
　
　
　
　
庭
の
草
木
も
少
し
秋
め
く
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

朝
夕
の
風
の
冷
ゆ
れ
し
草
庭
に
　

　
　
　
　
　
桔
梗
む
ら
さ
き
い
ろ
の
喪
へ
し
も
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

隙
間
な
く
駐
車
場
に
な
ら
び
た
る

　
　
　
　
　
同
じ
車
は
二
台
と
あ
ら
ず
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

核
の
な
き
平
和
は
な
ほ
も
遠
け
れ
ど

　
　
　
　
　
わ
れ
等
生
き
つ
ぐ
青
き
地
球
に
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

野
分
吹
き
犬
は
鈴
音
ひ
び
か
せ
て

　
　
　
　
　
庭
の
花
木
の
枝
さ
さ
え
す
る
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

ポ
ケ
ッ
ト
の
小
銭
し
や
り
し
や
り
秋
澄
め
り
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

新
涼
の
山
鮮
や
か
に
迫
り
き
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

は
し
ゃ
ぐ
背
に
止
ま
り
あ
ぐ
ね
て
赤
ト
ン
ボ
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

萩
活
け
て
旅
を
も
て
な
す
宿
ご
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

足
早
に
雨
を
か
わ
し
て
萩
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
　
井
　
み
　
え

ふ
る
さ
と
の
向
日
葵
父
の
よ
う
に
立
つ
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

萩
を
吹
く
風
さ
や
さ
や
と
こ
む
ら
さ
き
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
九
月
定
例
会
よ
り

あ
か
す

　　　　　　　　平成21年度少年の

　　　　　　　主張胆振支庁地区大

　　　　　　　会が、７月10日室蘭市

　　　　　　　で開かれ、洞爺湖温泉

　　　　　　　中の佐藤明博さん（３

年）が優秀賞を受賞しました。

　大会は、各市町村の中学校代表の11

名が、夢や思いなどをテーマに主張し、

その論旨や表現の仕方などを競うも

ので、最優秀賞一人と優秀賞二人が選

ばれました。

　佐藤君は、「農家の家に生まれてよ

かった」と題して、「農業を手伝うこと

で得られた、収穫の楽しさや消費者の

笑顔が農業を一層楽しくさせた。将来

は父の跡を継ぎ農業をしたい」と主張

し、高い評価を得ました。

少年の主張
胆振支庁地区大会
温中佐藤明博君優秀賞

第19次英国
ボランティア
青年来町

▲ハリソン
　ホウルトさん

▲ジョシュア
　ウッドコクさん



〈
一
　
般
〉▽
半
島
へ
ふ
た
た
び（
蓮
池

薫
）▽
縄
文
の
森
へ
よ
う
こ
そ（
棒
谷

泰
明
）▽
北
海
道
文
学
の
跫
音（
木
原

直
彦
）▽
運
命
の
人〈
１
・
２
・
３
・
４
〉

（
山
崎
豊
子
）▽
少
女（
湊
か
な
え
）▽

手
の
ひ
ら
の
メ
モ（
夏
樹
静
子
）▽
砂

迷
宮（
内
田
泰
夫
）▽
上
杉
か
ぶ
き
衆

（
火
坂
雅
志
）▽
ど
う
せ
、あ
ち
ら
へ
は

手
ぶ
ら
で
行
く（
城
山
三
郎
）▽
家
族

（
小
杉
健
治
）▽
か
あ
ち
ゃ
ん（
重
松
清
）

〈
児
童
書
〉▽
先
生
ビ
ッ
ク
リ
！
学
校

な
ぞ
な
ぞ
キ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ〈
全
５
巻
〉

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
ー
命
か
が
や

く
時
間（
青
木
和
雄
・
加
藤
美
紀
）▽
小

泉
八
雲
の
こ
わ
〜
い
話〈
全
５
巻
〉（
小

泉
八
雲
）▽
へ
ん
し
ん
マ
ジ
ッ
ク（
あ

き
や
ま
た
だ
し
）

〈
一
　
般
〉▽
社
若
艶
姿（
佐
伯
泰
英
）

▽
ひ
と
び
と
の
足
音（
司
馬
遼
太
郎
）

▽
虹
の
岬（
辻
井
喬
）▽
終
の
住
処（
磯

崎
憲
一
郎
）▽
プ
リ
ズ
ン
・
ト
リ
ッ
ク

（
遠
藤
武
文
）

〈
今
月
の
お
す
す
め
〉▽
物
語
　
虻
田

町
史
　
第
５
巻
第
12
章
▽
コ
シ
ャ
マ

イ
ン
記（
鶴
田
知
也
）▽
姫
鱒（
長
見
義

三
）

　
　
日
使
っ
て
い
る
味
噌
に
白
味
噌

　
　
と
赤
味
噌
が
あ
り
ま
す
が
、実
は

原
料
は
同
じ
大
豆
・
麹
・
塩
な
の
で
す
。

違
い
は
、製
造
方
法
に
あ
り
ま
す
。

　
白
味
噌
は
、大
豆
を
短
時
間
水
に
浸

し
煮
て
作
る
の
で
、大
豆
の
ま
ま
の
白

さ
に
な
り
ま
す
。熟
成
期
間
は
数
日
か

ら
数
カ
月
と
短
く
、比
較
的
甘
め
の
味

が
多
い
で
す
。

　
赤
味
噌
は
、大
豆
を
長
時
間
水
に
浸

し
、高
圧
で
蒸
す
の
で
赤
褐
色
に
な
り
、

熟
成
期
間
も
長
く
、比
較
的
コ
ク
が
あ

り
塩
分
濃
度
も
高
め
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、十
分
な

情
報
や
冷
静
に
考
え
る
余
裕
も
な
い

ま
ま
契
約
を
し
た
場
合
、無
条
件
で
解

約
で
き
る
制
度
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法
は
、契

約
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
基
本
的
に

８
日
以
内（
一
部
20
日
間
の
も
の
も
あ

り
ま
す
）に
ハ
ガ
キ
等
に
書
い
て
通
知

す
る
だ
け
で
す
。ハ
ガ
キ
は
両
面
を
コ

ピ
ー
し
て
保
存
し
、簡
易
書
留
等
に
し

て
証
拠
を
残
し
ま
す
。ク
レ
ジ
ッ
ト
契

約
し
て
い
る
場
合
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト
会

社
に
も
同
様
に
ハ
ガ
キ
を
出
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、自
分
か
ら
店
に
出
向
い
て

購
入
し
た
り
、広
告
を
見
て
自
分
か
ら

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
申
し

込
ん
だ
り
す
る
通
信
販
売
の
場
合
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
他
に
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、不
明

な
点
は
役
場
産
業
課（
　
74-

３
０
０

５
）に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

（
※
毎
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

●
10
月
の
休
館
日

15
日
・
22
日
・
29
日
・
11
月
５
日

祝
日
・
11
月
３
日

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

白
味
噌
と赤

味
噌
の
違
い

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

　
酸
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名
産
品

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
７
５
ｇ
　
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
７
５
ｇ
　
　
５
０
０
円

　
毎
月
21
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅
　
　
76-

４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　 

　
75-

２
７
０
４

役
場
産
業
課
　   

　
74-

３
０
０
５

　洞爺湖町アイヌ民族先住民慰霊祭（北海道アイヌ協会

洞爺湖支部＝妻木征男支部長）が、９月13日洞爺湖町歴

史公園「先住民族慰霊碑」前で開かれました。アイヌ民族

の伝統儀式カムイノミイチャルパが行われるのは６年

ぶりで、同支部の会員や長崎町長ら行政、教育関係者約

40人が出席し、先祖の霊を慰めました。

　カムイノミでは、同協会鵡川支部の協力を得て、祭司・

細川梅雄さんの進行で、民族衣装のアツシを身に付けた

アイヌの人や来賓らが、祭壇の前に座り先祖代々の神、

洞爺湖、魚の神など14の各神々に祈りをささげました。

さらに女性達によって先祖の霊を供養するイチャルパ

が行われました。

　最後に妻木支部長が「アイヌ伝統儀式が、皆さんの協

力で開くことができ、感謝いたします。来年もこのイチ

ャルパをぜひ続けていきたい」と挨拶し、同慰霊祭を終

了しました。

アイヌ伝統儀式カムイノミイチャルパ開く

厳かに行われたカムイノミイチャルパ厳かに行われたカムイノミイチャルパ



　
室
蘭
税
務
署
で
は
、
平
成
21
年
分

年
末
調
整
の
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
よ
り

■
場
　
所
　
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
ー

■
対
　
象
　
給
与
を
だ
し
て
い
る
事

　
　
　
　
　
業
所

■
内
　
容
　
年
末
調
整
の
し
か
た
、

　
　
　
　
　
留
意
事
項
、
用
紙
の
記

　
　
　
　
　
載
方
法
、
今
年
度
の
改

　
　
　
　
　
正
点
、ｅ-

Ｔ
ｅ
ｘ（
国
税

　
　
　
　
　
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

　
　
　
　
　
テ
ム
）の
利
用
に
つ
い
て

■
問
合
せ
　
室
蘭
税
務
署
　
源
泉
所

　
　
　
　
　
得
税
担
当
　
０
１
４
３-

　
　
　
　
　
22-

４
１
５
１
　
　
　
　

■
日
　
時
　
平
成
21
年
10
月
31
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
　
　
　
　
30
分

■
場
　
所
　
室
蘭
市
市
民
会
館
２
Ｆ

■
内
　
容
　
（1）
第
５
回
わ
た
し
の
健

　
　
　
　
　
康
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
　

　
　
　
　
　
さ
ん
ま
を
使
っ
た
料
理

　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
（2）
調
理
技
術
披
露
と
試

　
　
　
　
　
食
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク（
仮

　
　
　
　
　
称
）

　
　
　
　
　
　
家
庭
で
も
簡
単
に
で

　
　
　
　
　
き
る
お
せ
ち
料
理
の
披

　
　
　
　
　
露
と
試
食
、
料
理
の
基

　
　
　
　
　
本
や
コ
ツ
の
お
話
し
と
、

　
　
　
　
　
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
質

　
　
　
　
　
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
入
場
料
無
料
、
参
加
自

　
　
　
　
　
由
、
試
食
は
50
名
限
定
）

■
講
　
師
　
北
海
道
日
本
料
理
研
究

　
　
　
　
　
会
本
部
会
長
　
京
料
理

　
　
　
　
　
ヤ
サ
カ
　
森
下
　
稔
料

　
　
　
　
　
理
長

■
問
合
せ
　
健
康
推
進
課
健
康
推
進

　
　
　
　
　
係
　
庭
田
　
０
１
４
３-

　
　
　
　
　
24-

９
８
４
４

■
日
　
時
　
11
月
19
日（
木
）午
後
１

　
　
　
　
　
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
（
受
付
　
午
後
１
時
〜
）

■
会
　
場
　
む
ろ
ら
ん
広
域
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
ー
ビ
ル
３
階
　
会
議
室

　
　
　
　
　
Ａ
（
室
蘭
市
海
岸
町
１

　
　
　
　
　
丁
目
４
番
１
号
）

■
対
象
者
　
ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
方
、

　
　
　
　
　
関
心
の
あ
る
方

■
講
　
師
　
全
国
ひ
き
こ
も
り
Ｋ
Ｈ

　
　
　
　
　
Ｊ
親
の
会
家
族
会
連
合

　
　
　
　
　
会
　
北
海
道
「
は
ま
な

　
　
　
　
　
す
」
事
務
局
長
　
田
中

　
　
　
　
　
敦
氏

■
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
住

　
　
　
　
　
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

　
　
　
　
　
記
載
）

■
申
込
先
　
北
海
道
室
蘭
保
健
所
子

　
　
　
　
　
ど
も
・
保
健
推
進
課
精

　
　
　
　
　
神
保
健
福
祉
係
　
０
１

　
　
　
　
　
４
３-

24-

９
８
４
７
　

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
４
３-

23-

　
　
　
　
　
１
４
４
６

■
申
込
期
限
　
11
月
12
日
（
木
）

■
日
　
時
　
11
月
２
日 

午
後
２
時
〜

　
　
　
　
　
11
月
13
日 

午
後
２
時
〜

■
場
　
所
　
伊
達
信
用
金
庫
洞
爺
温

　
　
　
　
　
泉
支
店

■
担
　
当
　
秋
田
和
彦

　
　
　
　
　
　
75-

２
６
２
９

　
平
成
21
年
度
洞
爺
湖
町
表
彰
式
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
　
程
　
11
月
３
日
（
火
）

■
時
　
間
　
午
前
11
時

■
場
　
所
　
役
場
３
Ｆ
防
災
研
修
ホ

　
　
　
　
　
ー
ル

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
附
物
品

▼
西
郷
勝
昭
さ
ん（
虻
１
区
）は
10
万
円

▼
佐
々
木
勝
敏
さ
ん
（
清
水
区
）
は

１
万
２
千
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
秋
山
薫
さ
ん（
泉
）は
５
千
円

▼
菊
地
幸
弘
さ
ん（
洞
第
６
）は
３
万

円〈
寄
附
物
品
〉

▼
鈴
木
ミ
ツ
さ
ん
（
虻
１
区
）

　
９
月
号
の
Ｐ
９
の
あ
ん
ず
の
会
の

記
事
で
、
会
長
の
馬
場
松
枝
さ
ん
は

松
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故鍛冶川ミユキさん
■８月26日死去
■99歳■遺族は忠
志さん■洞第１

故菊地恒子さん
■８月30日死去
■91歳■遺族は幸
弘さん■洞第５

故野矢ルリさん
■８月２日死去
■80歳■遺族は恵
二さん■虻５区

故福井キヱさん
■８月３日死去
■85歳■遺族は入船
清一さん■入４区

故湯浅英雄さん
■８月29日死去
■87歳■遺族は壽
美子さん■入１区

故塚本慶男さん
■８月13日死去
■81歳■遺族は信
雄さん■青２区

11月
優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

５日(木)18:30～/11日(水)13:30～ ５日(木)19:30～ 11日(水)14:30～ 16日(月)14:30～

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)



秋のヒグマに要注意!!秋のヒグマに要注意!!

９月12日（土）～
10月31日（土）まで
の期間は

「ヒグマ注意特別月間」
です。

　みのりの秋。冬眠を控え

たヒグマが盛んに活動しま

す。キノコ採りなどで野山

に出かける際には、十分注

意しましょう。

■胆振支庁環境生活課

　　0143-24-9578

　みのりの秋。冬眠を控え

たヒグマが盛んに活動しま

す。キノコ採りなどで野山

に出かける際には、十分注

意しましょう。

■胆振支庁環境生活課

　　0143-24-9578

<虻田地区>
と　き　平成21年10月21日
　　　　（水）13：00～16：00
ところ　虻田ふれ合いセンター

（洞爺地区）
と　き　平成21年10月21日
　　　　（水）13：00～16：00
ところ　洞爺総合センター

　10月19日から始まる「秋の行政相談週間」に合わせて次のとおり『行
政相談所』を開設します。この機会に是非お気軽にご相談ください。

　相談は、電話でも随時受け付けておりますので、お気軽にご相談下さい。
行政相談委員（虻田地区）　谷内和義　 76-3023
行政相談委員（洞爺地区）　近藤利男　 82-5409

行政相談所開設

◆開館時間:午前９時～午後４時／最終日のみ午後４時まで

◆休 館 日：月曜（月曜祝日の場合はその次の平日）

◆入 館 料：大人300円・高校生200円・小中学生100円

主催／洞爺湖町教育委員会

■期間　10月６日（火）～11月１日（日）
■会場　洞爺湖芸術館　87-2525
　　　　　　　　　期間中ご来館の皆様に、ビエンナ

　　　　　　　　　ーレのポスターをプレゼント！

　　　　　　　　　また、各回の展覧会図録を割引価

　　　　　　　　　格にて販売します。

「全ての創造は、手のひらから生まれる。」

洞爺村国際彫刻
ビエンナーレ特別展

1年間の感謝を込めて!今年も洞爺湖温泉が天国になる!!

■期間　11月15日（日）～
　　　　12月13日（日）
■料金　6,000円～
　　　　(ひとり)
◆宿泊、食事、二次会がセットに
　なったサミット感謝企画。
　お好きな施設を組み合わせて
　自分だけのスペシャルパック
　を作っちゃおう!!

◆宿泊、食事、二次会がセットに
　なったサミット感謝企画。
　お好きな施設を組み合わせて
　自分だけのスペシャルパック
　を作っちゃおう!!

　2010年の洞爺湖温泉誕生100周年に

向けて、ロゴマークが作製されました。

　お湯も、おもてなしも「ほっと」で、

訪れたお客様が「ほっ」とする豊かな

自然とくつろぎの温泉郷である洞爺

湖温泉をアピールする言葉として、「ほ

っと～や」をキャッチコピーとしました。

洞爺湖温泉のロゴマーク決定

　町では、虻田火葬場の改修工事を行うため、次の期間につ

いて虻田火葬場の使用を休止することといたしました。

　工事期間中におきましては、伊達市、豊浦町の火葬場を代

替施設として使用させていただくこととなっており、担当

課において使用の調整をさせていただく場合がありますの

でお知らせいたします。

　町民の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理

解のうえご協力をいただきますようお願いいたします。

■改修工事期間　

　平成21年10月20日（火）から

　平成21年12月25日（金）まで

■代替葬祭場　　

　伊達市火葬場（伊達市上館山63-10　23-5717）

　豊浦火葬場　（豊浦町東雲114　83-2600）

　※死亡届出をなされた際に、役場の担当者が代替火葬

　　場の手配をいたします。

■担　当　　

　住民課住民係　74-3002

　洞爺総合支所　82-5111

　洞爺温泉支所　75-2281

洞爺湖町虻田火葬場改修工事について

今月のワンショット

洞爺湖温泉神社例大祭　子どもみこしの練り歩き洞爺湖温泉神社例大祭　子どもみこしの練り歩き

10月

優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

19日(月)/27日(火)13:30～ 19日(月)14:30～ 27日(火)14:30～ 15日(木)18:30～

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

　　/グデングデンヘブンツアー実行委員会　75-4745問合せ
主 催
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人口と世帯の動き(平成21年8月31日現在) 男…4,914人(＋5) 女…5,585人(＋8) 計…10,499人(＋13) 世帯…5,249世帯(＋5)
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ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は｢早く大きくな～れ｣と

成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん。

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日
12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 11/1

2 3 4 5 6 7 8

・献血(虻田地区)
・アロマテラピー教
室（総）19:00～
・縄文絵画（役場ロ
ビー）～23日

・アロマテラピー教
室（総）19:00～

・アロマテラピー教
室（総）19:00～

・献血(洞爺地区)・総合文化祭　囲碁

・洞爺地区健康相談
(総)10:00～
・親子ふれあい遊び
(さ)10:00～

・自然に親しむ集い
・総合文化祭 琴（ふ）
18:00～
・紅葉狩り＆火口見
学(ビ)9:30～

・ビエンナーレ鑑賞
会（芸）

・スカッシュバレー
教室（体）19:00～　
　

・スカッシュバレー
教室（体）19:00～　
　

・洞爺地区健康相談
(総)10:00～
・保育所開放(洞)
10:00～

・文化財ウォークラリー
9:00～/・総合文化祭ス
テージ（ふ）～25日18:00
～/・かぼちゃでハロウ
ィン(財)14:00～

・洞爺地区健康相談
(総)10:00～
・保育所開放(本)
10:00～

・文学座（芸）　　
・総合文化祭　展示
（ふ）～11月3日

・音でアフリカを旅
しよう(総)連絡先
090-1383-3648
(高橋)

・乳児健診（さ）
13:00～　　　　
・スカッシュバレー
教室（体）19:00～

・洞爺地区健康相談
(総)10:00～
・保育所開放(本)
10:00～

・虻田吹奏楽団定期
演奏会（ふ）19:00～

佐藤　暖和ちゃん
      　　　(はるな)

隆之さん・真岐さん
７月３日生　入４区

若松　空くん
      　　　　 (そら)

敦冶さん・靖子さん
７月８日生　入１区

小鷹　柚葉ちゃん
      　　　(ゆずは)

章嘉さん・裕美さん
７月８日生　虻２区

大久保汐莉ちゃん
      　　　(しおり)

慶一さん・亜由美さん
７月29日生　青葉２区

渡部　虹菜ちゃん
      　　　 (らな)

直行さん・こずえさん
７月22日生　入４区

板垣　琥斗羅くん
      　　 　(ことら)

寿志さん・睦美さん
７月５日生　虻４区

・さ＝健康福祉センターさわやか　76-4006/・教＝教育委員会　74-3010/・総＝洞爺総合支所　82-5111/・本＝本町
保育所　76-2673/・芸＝洞爺湖芸術館　87-2525/・体＝あぶた体育館　76-4641/・ふ＝ふれ合いセンター　76-2046/
・ビ＝洞爺湖ビジターセンター　75-2555/・財＝財田自然体験ハウス　82-5999


